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哲
學
研
究
　
第
百
四
十
圃
號

岩
　
波
　
文
庫

岩
波
書
店
嚢
行

　
碧
波
文
庫
が
、
レ
グ
ラ
ム
文
月
に
範
な
探
り
、
爵
由
に
欲
し
い
本
だ
け
為

分
資
し
て
み
ろ
こ
ミ
亡
、
・
古
今
東
西
の
丈
六
、
哲
學
等
め
ら
ゆ
う
名
著
た
細

く
綱
乏
し
よ
う
虐
し
て
み
る
事
ぜ
匡
、
確
に
立
派
な
特
色
で
あ
ろ
。

　
文
庫
申
に
組
入
れ
て
あ
る
原
本
に
、
．
新
著
た
姑
く
批
圏
外
定
す
れ
ば
、
　
大

抵
、
永
久
的
儂
櫨
た
有
す
う
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
原
本
も
、

西
洋
書
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
為
課
す
ろ
入
の
手
腕
に
よ
り
、
日
本
書
で
あ
れ
ば

こ
れ
た
醗
刻
校
訂
す
ろ
人
の
画
意
の
如
侮
に
よ
っ
て
、
本
旨
庫
本
芯
し
て
の

債
櫨
に
或
に
上
日
ワ
、
或
に
下
ろ
弔
、
♪
の
ら
・
り
O
例
へ
げ
h
同
じ
く
マ
ル
〃
ス
の
資

本
論
葎
鎌
謬
ず
る
に
し
て
も
、
從
爽
行
に
れ
て
る
る
資
本
論
の
各
種
の
版
中

の
い
つ
れ
た
底
本
定
す
る
か
に
よ
っ
て
差
が
生
す
ろ
O
も
し
底
本
が
良
く
な

け
れ
ば
、
折
角
の
醗
課
も
債
餓
が
乏
し
く
な
る
O
底
本
が
二
っ
て
も
、
西
洋

書
な
ら
こ
れ
な
和
差
す
ろ
人
の
學
力
に
よ
っ
て
叉
儂
櫨
に
差
が
生
す
る
Q
我

が
古
典
た
る
古
事
翔
や
萬
葉
集
に
、
本
交
庫
で
に
王
土
交
り
に
書
き
下
し
て

讃
み
や
す
く
し
て
あ
る
が
、
そ
の
書
き
下
し
の
際
に
、
下
手
に
す
ろ
ビ
立
派

な
底
本
為
使
っ
て
も
下
ら
組
も
の
に
化
す
る
虞
が
あ
ろ
。
私
に
今
、
本
丈
庵

本
の
底
本
の
良
否
な
「
々
鑑
別
し
、
又
謬
す
る
入
の
二
三
や
期
意
に
ま
で
｝

々
立
入
っ
て
批
判
す
ろ
だ
け
の
力
や
鯨
裕
に
全
く
な
い
。
只
、
本
編
頼
部
に

寄
贈
さ
れ
歪
数
舩
為
讃
過
し
六
三
の
感
想
為
蓮
べ
て
、
　
㎜
二
の
異
文
な
述
べ

雲
い
。

　
私
の
信
ず
る
灰
た
假
り
に
正
し
い
定
す
れ
ば
、
本
文
置
畳
に
に
、
　
ご
の
本

二
六

に
も
、
一
種
ご
定
に
底
本
の
性
質
、
便
償
為
詳
寵
し
、
醗
刻
、
叉
に
醗
羅
上

の
用
意
為
細
観
し
て
ほ
し
い
。
原
二
者
の
傳
記
、
原
著
の
債
健
、
後
代
に
醤

ゴ
る
影
響
な
ご
も
頓
悟
ゼ
ら
れ
表
な
ら
ば
、
更
に
結
構
で
あ
る
。
定
こ
ろ
が

「
俊
三
二
音
良
書
准
綱
羅
し
、
校
訂
、
醗
謬
に
於
て
も
最
善
二
期
」
し
て
ゐ
ゐ

本
丈
庫
本
が
、
右
の
用
意
為
盤
し
て
く
れ
カ
の
も
あ
る
し
、
な
い
の
も
あ
ろ

例㎝

ﾖ
げ
【
第
十
三
古
事
翻
の
ゴ
重
き
ほ
、
谷
頭
に
・
も
こ
こ
に
・
も
凡
例
V
も
序
文
、
も
何

も
な
い
。
書
毫
下
し
の
訓
讃
に
著
者
の
薪
訓
で
な
く
し
て
、
私
の
見
ろ
定
こ

ろ
で
は
本
贋
宣
長
の
吉
事
翻
傳
に
あ
る
古
訓
古
事
翻
に
よ
っ
て
み
る
や
う
で

あ
る
。
古
事
器
催
た
そ
の
ま
」
使
っ
て
二
字
交
り
に
書
き
下
し
重
三
す
れ
ば

そ
の
理
由
定
、
古
事
需
像
が
今
街
最
も
儒
用
し
う
る
貼
定
た
明
罰
し
て
ほ
し

い
宣
思
ふ
。
し
か
し
こ
の
丈
写
本
ほ
古
一
転
の
醗
刻
で
あ
っ
て
、
古
訓
古
事

記
の
一
刻
で
に
な
い
か
ら
、
古
訓
古
事
記
そ
の
ま
・
な
礫
刻
す
ろ
よ
り
ば
、

本
屠
宣
長
以
後
の
古
聡
艶
研
究
の
戊
果
為
塗
考
し
て
、
宣
長
の
．
訓
讃
海
訂
疋

し
て
ほ
し
い
定
思
ふ
。
さ
う
し
て
、
　
こ
れ
ら
の
用
意
為
冠
頭
に
載
ぜ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
袖
珍
本
で
あ
っ
て
暫
及
た
旨
宣
す
ろ
・
叉
庫
で
あ
ろ
か
ら
、
尋
者
だ
け

為
標
準
ぜ
し
た
撮
版
で
な
い
の
に
、
童
謡
が
殆
ご
入
れ
て
な
い
。
萬
葉
集
、
資

本
論
等
に
に
若
干
入
れ
て
あ
る
が
、
　
こ
れ
以
上
更
に
多
く
入
れ
．
て
あ
れ
ば
、

讃
書
家
た
利
す
る
こ
ビ
が
麟
る
多
い
で
あ
ら
う
ビ
思
ふ
。
（
寓
橋
）

　
　
岩
波
丈
庫
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
畿
行

新
訓
萬
葉
集

古
　
事
　
寵

國
　
富
　
論

上
呂
　
　
佐
々
木
信
三
編

幸
国
成
友
校
訂

上
巻
　
　
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
著
　
氣
賀
勘
電
課
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鋼
離
離
撃
愈
蕎
藷
作

　
轡
ハ
梅
月
理
性
漁
淵
鯉
》
　
　
　
　
　
　
カ
ン
｝
著

回
雪
毒
和
　
　
第
霧
き
ル
ス
｝
イ
作

　
芭
蕉
七
部
集

譲
魏
繍
島
　
合
作

　
科
學
定
方
法
　
　
　
　
　
　

潔
ア
ン
カ
ソ
著

賃
前
脳
定
資
本
　
　
　
　
　
マ
ル
〃
ス
著

　
綱
島
梁
川
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
倍
能
成
編

　
マ
ル
〃
ス
資
本
論
第
一
谷
第
…
分
冊

金
扇
王
学
第
二

　
昌
本
辞
敏
の
根
本
問
題
　
　
　
　
安
岡
　
正
篤
漕

　
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
　
　
　
　
．
　
轡
…
木
　
　
巌
薯

　
ウ
ナ
ル
タ
ア
・
ペ
ィ
タ
ア
　
　
エ
藤
貸
旧
著

和
田
萬
吉
訂

営
本
湘
吉
辱
緊

波
多
野
精
…

　
　
　
　
」
フ
“
門
詠

来
鍔
正
夫
謙

拶
藤
松
宇
校
訂

吉
田
　
洋
…
謬

河
上
　
　
簸
誰

鯉
讐

金
鶉
學
院
刊
行

岩
波
書
目
濫
行

岩
波
書
店
違
警

寄
箏
糸
誌

“
塾
画
一
さ
さ
塾
塾
塗
孚
き
塾
さ
碁
“
ミ
も
へ

寄
贈
雑
講
薪
闇

ミ
ミ
“
ミ
ー
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
“
“
く
貞
£

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
勲
二
年
＋
刃
一
＋
一
月

哲
學
雑
、
誌

丁
酉
倫
理
會
講
演
集

敏
育
心
理
研
究

哲
學
膏
年

學
　
　
苑

東
距
の
光

精
憩
科
學

生
理
學
研
究

學
狡
数
育

帝
都
敷
育

信
濃
教
育

静
鰐
縣
数
膏
、

小
學
絞

教
材
映
鍛
研
究

職
會
學
徒

願
　
　
慧

帝
醐
大
學
薪
閣

昭
湘
二
年
十
ぢ
號

昭
和
二
年 　

　
　
十
一
月
號

同　
　
　
十
一
月
號

同　
　
　
＋
月
號
（
劔
潤
號
）

同　
　
　
十
一
月
號

岡　
　
　
十
月
號

　
　
　
十
月
號

岡　
　
　
十
週
號

同　
　
　
十
一
月
號

　
　
　
十
月
號

同　
　
　
三
幅
月
山

同　
　
　
十
月
號

同　
　
十
一
月
號

　
　
　
十
冠
號

同
　
　
十
帰
競

同　
　
十
一
月
號

同
　
＋
旦
手
四
日
＋
月
三
士
潟

　
　
十
一
翅
七
日
　
十
㎜
月
十
四
鏑

二
七


